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Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

3

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

4

部活動を積極的に推進
し、心身の健全育成に努
める。

社会のニーズに対応し
た、教育活動を推進す
る。

2
確かな学力の向上を図
り、生徒の希望進路を実
現する。

1
社会に通用する人間力を
持った人材を育成する。

不十分である。　　 (４割以上)

良くできている。

できている。

新しい時代を主体的・創造的に生きる逞しくもしなやかな心を持ち、豊かな人間性・社会性をそなえ、地域の希望となり未来となり、山梨や日本を支え、世界に羽ばたくエンジニアを育成する。

２　確かな学力の向上を図り、生徒の希望進路を実現する。

３　部活動を積極的に推進し、心身の健全育成に努める。

１　社会に通用する人間力を持った人材を育成する。

山梨県立甲府工業高等学校校長　　　　手　塚　　幸　樹

ほぼ達成できた。  （８割以上）

評
価

達成できなかった。（４割未満） できていない。

概ね達成できた。  （６割以上）達
成
度

４　社会のニーズに対応した、教育活動を推進する。

実施日　（令和2年2月5日）

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

本年度の重点目標

毎日の始業前遅刻
指導と遅刻者指導の
実施と、該当者への
事後指導の徹底

学校関係者評価

年度末評価（令和2年1月21日現在）

３

無遅刻・無欠席の基本的生活習慣
の徹底を図る。

・毎年、出席率が高く素晴らしいです。校内の雰囲気の良さがうかが
えます。いじめの認知件数は非常に少ないですが、人間教育の面で
引き続き指導を望みます。企業連携も生徒自身の働く事への意識向
上に大きく貢献されているようです。工夫すべき部分を議論して更に
効果が高くなるよう取り組んでください。各種行事を通じて生徒個々
のフォローも継続してください。
・生徒の指導は、非常に難しい面があると思われますが、「世間の常
識」を踏まえ、「道徳心」や「倫理観」を持った生徒を育成できるよう、
指導をお願いします。
・「技術者となる前に人間となれ」の信条の如く、基本的な生活習慣を
はじめ、実施している具体的な方策を評価します。
・先生方の努力やOBの支援もあり、インターンシップは、他の学校で
は真似できない独自性の高いものとなっています。今後も続けていっ
て下さい。

免許取得希望者へ
の指導と、交通事
故・違反生徒への指
導の徹底

企業現場実習及び
ボランティア活動の
実施

地域社会や企業との連携を図る。

評価自己評価結果

　「出席率100％、皆勤者100％」を目標に、全て
の生徒が基本的生活習慣の確立ができるよう
学年・学科・部活動等で連携しながら日々の指
導を継続する。
　「交通違反・事故０」を目標に、特に自転車利
用者のマナーアップと登下校時における自動車
との事故防止に力を入れた指導を徹底してい
く。スマホでの問題行動も発生しつつあるので、
そのような面も含め、全ての生徒が安全に関す
る資質・能力を向上させるよう教育活動全体を
通じた安全教育を展開する。
　本校の教育理念を社会と共有するために、企
業との連携を更に進めていく。地域・企業の人
的・物的資源を生かすことで、生徒の技術者とし
ての人間性の涵養に取り組む。

規範意識や社会性の高揚を図る。

主体的・対話的で深い学びの授業
(アクティブラーニング）を実践す
る。

相互授業参観及び
研究授業の実施

　ＳＰＨの研究指定校として３年目となり、教育の質の向上に資
するよう、全教科・学科を通じて授業方法や評価方法の研究に
取り組んだ。成果発表会では、参加者が驚くほどの発表を生
徒が行い、主体的な学びの実践が行われていることの証明と
なった。また、定例職員会議毎にＳＰＨ研修会を行い、共通理
解の向上と検証にも努めた。
　５月には、大韓民国清州工業高等学校からの姉妹校訪問を
受け入れ交流を行った。
　モノづくりコンテストでは各科の代表が県で優勝・準優勝等の
結果を残し、関東大会・全国大会へと出場した。また、「建築系
高校生作文コンクール」と「産業用ロボットアイデア甲子園」で
は全国制覇を成し遂げた。更にＳＰＨ実践を全国産業教育フェ
アや国際ロボット展などで全国発表するなど、大きな評価を得
た。
　管理職をはじめ、全教職員で中学校訪問を実施し、本校のＰ
Ｒ活動を行った。８月に実施したオープンスクールでは部活動
体験と授業体験を実施し、２日間で1300名を超える生徒・保護
者の参加を得た。

　体育局・学芸局・委員会では、各顧問が年間指導目標・指導
計画を作成して部員に提示するとともに、人間教育に重点を置
いた指導を継続している。体育局においては、５月の県総合体
育大会で男子総合２連覇という偉業を成し遂げた。関東大会
には１５の部、インターハイには６つの部、国民体育大会には
５つの部が出場し、野球部も秋の大会ベスト４となった。学芸
局においても全国総文祭や全国大会に出場した他、各種コン
クール等で優秀な成績を収めた。
　家庭科・保健などの教科を中心に健康、安全や食に関する
問題を取り上げた。部活動や委員会などでも、怪我や食に関
する知識を高め、自己管理能力を養った。

面接及び小論文指
導の充実

信頼される学校づくりを推進する。

「学校評価アンケー
ト」「オープンスクー
ル」「授業公開日」の
実施

進学希望生徒の第１希望合格率
１００％を達成する。

部・委員会活動をより活発に展開
し、豊かな人間性を育成する。

各学科ともメインの県内コンテスト
で優勝を達成する。

早朝放課後課外、長
期休業中の指導計
画と実施

就職希望生徒の第１希望内定率
１００％を達成する。

面接及び作文指導
の充実

A

A

　部･委員会活動を通じて豊かな人間性を育成
するために、年間目標と指導計画に基づく計画
的、体系的な取組を推進する。
　部活動ガイドラインに沿った計画を実行し、部
活動の時間短縮と適切な休養日の実施は有効
なことであることを全ての顧問が理解し、効率的
なトレーニング・適切な休養日の設定に努める。
　各教科や部活・委員会単位だけでなく、講演会
など全体での行事を企画し、健康・安全に関す
る知識を育むとともに、健康管理や食の安全を
含めた自己管理能力の育成に取り組む。

　来年度のＳＰＨ事業は、全日制専攻科も含め
ての実施となる。どのように分担して推進してい
くのかを本年度中に計画する必要がある。ま
た、本年度は成果発表会に向け取り組んだこと
で、生徒も得るものが多かったと感じる。来年度
は更に改善した発表会を実施することで、より多
くの生徒にSPHの恩恵を与えるべきである。そ
の為には全教員が共通認識を持ち、同じ気持ち
で取り組んでいくことが必要である。また、新設
される全日制専攻科と本科の協力・連携体制の
構築も大切である。
　姉妹校の清州工業高校との、より良い関係を
模索していく必要がある。
　各学科に関わる県内外のコンテストでさらに成
果を上げられるように、授業や早朝放課後課
外、長期休業中の指導を充実させる。
　中学生・保護者並びに中学校教職員向けのＰ
Ｒ方法を見直し、オープンスクールや説明会が
より実効的な啓発活動となるよう年間の取り組
みを計画する。

適正な国際理解教育の実施。
韓国姉妹校清州工
業高校との交流

年間指導目標・年間
指導計画の作成

健康、安全や食に関する知識を高
め、自己管理能力を養う。

専攻科・SPH事業を推進する。

SPH事業の推進と、
専攻科開設に向け、
５年間の高度な専門
教育の指導計画の
作成

各種講演会の実施

B

　学校全体の出席率は１学期・２学期共に９９．３％であった。
毎日の始業前遅刻及び本遅刻者に対する事後指導を徹底し
ており、ほとんどの生徒は遅刻が無いが、一部の生徒で指導
の効果があまり見られないことが課題である。
　交通講話や防犯講和（命の授業）、原付安全運転講習会、
チャレンジ１２３への参加等、交通事故･違反撲滅の取り組み
に重点を置いて取り組んだ。１月末時点で交通事故・違反とも
昨年を下回っているが、引き続きの指導が必要である。
　インターンシップや先生方の職場訪問などにおいて、地域社
会や企業との連携を行っている。企業との連携を通して、生徒
には知識・技術の向上だけでなく、技術者としての人間性が育
まれている。また、１年生は企業現場実習、２年生の機械・電
気・電子の各科は企業見学、建築科・土木科は全学年で現場
見学会を実施し、働く意義を自覚することで学習意欲を喚起し
た。

　「ＴＥＣＨ－Ａスキル」の育成を学力向上につなげるため、各
教科・学科で授業研究を進めた。目標や到達点を意識し、その
ための授業づくり、ルーブリックを取り入れた多面的な学習評
価に取り組んだ。また、高校教育課から示されている“授業づく
り７つの視点”を単元設計や授業の展開に活用するとともに、
相互授業参観や研究授業の視点とした。生徒の学習に取り組
む生徒の変容を見取ることで、教員の資質向上を図り、主体
的・対話的で深い学びの実現を目指している。
　就職は昨年度以上に好調であり、就職希望者全員が１１月１
１日には内定した。また、生徒の第一希望への就職内定率は
９６．０％であり、公務員合格者も９名となった。
　進学対策として、数学、英語及び物理の課外授業を実施す
るとともに長期休業中の補習授業を行った。更に個別指導に
も力を入れたことから、国公立大学へ２名の合格者を出し、私
立大学への進学も順調であった。また、来年度開設の全日制
専攻科も定員を満たす合格者を出すことができた。

　授業研究を全ての科目で進め、主体的・対話
的で深い学びを実現させる授業改善と多面的な
学習評価に取り組む。個々の教員が授業アン
ケート結果をフィードバックし、各自の授業を見
直すことに役立てたが、相互授業参観の実施に
ついては十分とはいえないところがあり、今後改
善を図る。
　就職及び進学希望生徒の第１希望合格率
100％を目標に、学習意欲を高めるキャリア教育
の推進、専門知識・技術の向上、就職・進学対
策指導を更に充実させる。やまなしキャリア・パ
スポートが開始されるので、周知徹底を行う。国
公立大学への進学は今後更に力を入れていく
必要がある。全日制専攻科は来年度が２期生
の入学となるので、引き続き重きを置いた指導
をしていくことが必要である。また、これらの実績
を、もっと外部に発信し、中学生や中学校の先
生方にも理解してもらうことも大切である。

A

・教育のレベル向上に向けた相互授業観察等の教員の努力が生徒
指導にも結び付き、就職・進学の第一希望合格率アップに表れてい
ると感じます。これらの成果を県内外の中学校にも積極的にPRする
ことで、継続的に意欲ある生徒の獲得に期待できますので来年度に
向けて取り組んでいただきたいと思います。
・就職率１００％と高い進学実績は今後も維持していただきたい。
・経済が不安定な時代で、リーマンショックのような事態がいつ来るか
読めない世の中です。就職率１００％を続けるためには、しっかり専門
性を学び、資格を取得させることが大切です。生徒の希望に沿った進
路実現ができる指導をお願いいたします。また、国公立大学への進
学が難しくなっていることは承知していますが、数学・英語・物理など
の指導を更に強化して、国公立大学への進学者を増やす努力を続け
て下さい。そのことが、学校全体のレベルアップにつながると考えま
す。
・就職・進学と多様な生徒のニーズに真摯に向き合うことで、確実な
成果を上げていると思います。

・体育局・文化局とも好成績を収めていることは、授業以外でも教職
員の指導と共に、生徒の積極的な努力の結果だと思います。今後
も、きめ細やかな指導で、健康・安全も含めて良い結果が出ますよう
指導をお願いします。同時に教職員の負担軽減は今一歩の面も見ら
れますので、働き方改革を目指した、議論・工夫で改善を望みます。
・総合体育大会３連覇を目指し、体育局・文化局活動を更に活発にし
ていって下さい。
・総体連覇は評価できるが、全国で優勝するような種目や選手の育
成も目指すべきであり、野球部の甲子園出場も実現してもらいたい。
全国募集枠を設けることは、問題解決の一助となるので、同窓会・
PTAと協力して実現できるようお願いします。
・部活動ガイドラインに沿った効率的なトレーニングを期待します。
・SPH成果発表会は生徒のレベルの高さを感じました。１・２年生も高
い目標として捉える良い機会でした。ここまで指導できたのは、教職
員の連携が取られている結果でしょう。地域の企業も多く見学されて
おり、県内就職への強みを伺えました。今後も、各種コンテスト等に多
くの生徒が参加できる取り組みを期待します。
・モノづくりコンテスト、「産業用ロボットアイデア甲子園」等、結果を残
していることは素晴らしいと感じました。更に新聞等で結果が取り上
げられるよう、努力して下さい。
・SPHはあと２年で集大成を飾れるよう、推進していってください。ま
た、清州工業高校との姉妹校交流も２０年の伝統を考え継続できれ
ばと思います。各科の取り組みを推進することで、中学生が入学した
い魅力ある学校づくりが更に進められることを期待します。
・SPHの実績は大きいので大変だと思いますが、引き続き新しい課題
にチャレンジしていって下さい。
・専攻科のスタートを大切にして下さい。県内産業界は人材不足で
す。即戦力となる技術指導、資格指導をお願いします。また、今後も
甲府工業が県内の工業科を牽引していくよう、時代のニーズに沿った
教育を展開して欲しいと思います。

４

４

４


